
(57)【要約】

【課題】

裁縫用の縫い針等の金属製品を磁石の磁力を利用して吸

着保持する場合に、吸着保持された金属製品を吸着面か

ら容易に取り外せ、かつ保管・携帯にも適した利便性の

高い吸着保持具を提供する。

【解決手段】

金属製品を吸着保持する、水平若しくは略水平の表面に

、針類等を指先で摘みやすくするための凹部が形成され

ている。好ましくは、吸着面の中心部には、凹溝が形成

されており、かつ吸着保持された金属製品を覆うように

装着可能なカバーキャップを具備している。

【選択図】　　　図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
裁 縫 用 の 針 類 等 の 金 属 製 品 を 、 磁 石 の 磁 力 を 利 用 し て 吸 着 保 持 す る 金 属 製 品 用 吸 着 保 持 具
で あ っ て 、 金 属 製 品 を 吸 着 保 持 す る 、 水 平 若 し く は 略 水 平 の 吸 着 面 に 、 金 属 製 品 を 指 先 で
摘 み や す く す る た め の 凹 部 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 、 金 属 製 品 用 吸 着 保 持 具 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 凹 部 は 、 上 記 吸 着 面 の 中 心 を 通 る よ う に 形 成 さ れ た 凹 溝 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 金
属 製 品 用 吸 着 保 持 具 。
【 請 求 項 ３ 】
吸 着 保 持 さ れ た 金 属 製 品 を 覆 う よ う に 装 着 可 能 な カ バ ー キ ャ ッ プ を 具 備 し て い る 、 請 求 項
１ 又 は ２ に 記 載 の 金 属 製 品 用 吸 着 保 持 具 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 考 案 は 、 金 属 製 品 用 吸 着 保 持 具 、 さ ら に 詳 し く は 、 裁 縫 用 の 縫 い 針 、 待 ち 針 な ど の 針 類
や そ の 他 の 金 属 製 小 物 類 を 、 磁 石 の 磁 力 を 利 用 し て 吸 着 し 、 保 持 し て お く の に 用 い ら れ る
吸 着 保 持 具 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
周 知 の と お り 、 裁 縫 用 の 縫 い 針 、 待 ち 針 な ど の 針 類 は 、 使 用 し な い と き に は 、 ク ッ シ ョ ン
材 な ど で 形 成 さ れ た 針 山 （ 針 刺 し 、 ピ ン ク ッ シ ョ ン ） に 針 を 突 き 刺 す よ う に し て い る の が
、 一 般 的 で あ る 。 一 方 で 、 裁 縫 用 の 針 山 と し て も 利 用 で き る 、 磁 石 の 磁 力 を 利 用 し た 針 類
等 の 集 合 器 も 提 案 さ れ て い る 。 た と え ば 、 従 来 の 上 記 集 合 器 Ｂ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 各
種 の ピ ン や 針 な ど の 金 属 製 小 物 類 を 必 ず 容 器 の 中 心 部 に 集 合 さ せ て お く こ と が で き 、 危 険
性 の 多 い 小 物 類 で も そ の 散 逸 を 防 止 し て 確 実 に か つ 強 固 に 保 持 し て お く こ と が で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 公 平 ４ － ２ ２ 号 公 報
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
し か し な が ら 、 上 記 集 合 器 Ｂ に お い て は 、 裁 縫 用 の 縫 い 針 、 待 ち 針 な ど の 針 類 を 取 扱 う 場
合 に 、 次 の よ う な 不 具 合 を 生 じ て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
す な わ ち 、 上 記 集 合 器 Ｂ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 金 属 製 品 Ｎ を 吸 着 さ せ る 面 の 中 心 部 は 水
平 面 で あ る た め 、 金 属 製 品 Ｎ が 吸 着 面 ９ ０ に 密 着 し 、 金 属 製 品 Ｎ を 吸 着 面 ９ ０ か ら 離 脱 さ
せ る 作 業 を 容 易 に 行 う こ と が で き な い も の と な っ て い た 。 特 に 、 そ の 金 属 製 品 Ｎ が 裁 縫 用
の 縫 い 針 、 待 ち 針 な ど の 針 類 の 場 合 、 所 望 の 針 を 取 り 出 す 作 業 は 容 易 で は な か っ た 。 指 先
の 爪 を 利 用 し た と し て も 、 爪 が 長 け れ ば 、 か ろ う じ て 取 り 出 せ る と し て も 、 爪 が 短 い 場 合
だ と 、 吸 着 面 ９ ０ か ら 所 望 の 針 を 指 先 で 摘 む 作 業 は 極 め て 困 難 な も の と な っ て い た 。 ま た
、 磁 力 が 強 く 、 強 固 に 吸 着 さ れ て い る た め 、 無 理 に 摘 も う と す る と 、 怪 我 を す る 虞 れ も あ
り 、 危 険 性 を 伴 っ て い た 。 さ ら に 、 保 管 ま た は 携 帯 す る 場 合 に も 、 針 類 を 吸 着 さ せ た ま ま
の 状 態 で は 、 針 類 が 散 逸 し た り 、 怪 我 を す る 虞 れ も あ り 、 不 便 な も の と な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 考 案 は 、 こ の よ う な 事 情 の も と で 考 え 出 さ れ た も の で あ っ て 、 裁 縫 用 の 縫 い 針 、 待 ち 針
な ど の 金 属 製 品 を 、 磁 石 の 磁 力 を 利 用 し て 吸 着 保 持 し て お く 場 合 に 、 吸 着 保 持 さ れ た 金 属
製 品 を 吸 着 面 か ら 離 脱 さ せ る 作 業 を 容 易 に 行 う こ と が で き 、 か つ 保 管 ・ 携 帯 に も 適 し た 利
便 性 の 高 い 金 属 製 品 用 吸 着 保 持 具 を 提 供 す る こ と を 、 そ の 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 願 考 案 で は 、 次 の 技 術 的 手 段 を 講 じ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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本 願 考 案 に よ っ て 提 供 さ れ る 金 属 製 品 用 吸 着 保 持 具 は 、 金 属 製 品 を 吸 着 保 持 す る 、 水 平 若
し く は 略 水 平 の 吸 着 面 に 、 金 属 製 品 を 指 先 で 摘 み や す く す る た め の 凹 部 を 設 け た こ と を 特
徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 願 考 案 の 好 ま し い 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 上 記 吸 着 面 の 中 心 を 通 る よ う に 、 凹 溝 が 形 成 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
さ ら に 、 本 願 考 案 の 好 ま し い 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 吸 着 保 持 さ れ た 金 属 製 品 を 覆 う よ う に
装 着 可 能 な カ バ ー キ ャ ッ プ を 具 備 し て い る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 水 平 若 し く は 略 水 平 の 吸 着 面 と 、 吸 着 さ れ た 金 属 製 品 本 体 の 間
に 隙 間 が 発 生 す る こ と に よ り 、 爪 が 短 い 場 合 で あ っ て も 、 ま た 、 複 数 の 金 属 製 品 の 中 か ら
所 望 の 金 属 製 品 を 摘 む 場 合 や 、 最 後 に 残 っ た 金 属 製 品 を 摘 む 場 合 で あ っ て も 、 金 属 製 品 を
指 先 で 容 易 に 摘 む こ と が で き 、 効 率 よ く 作 業 す る こ と が で き る 。 ま た 、 金 属 製 品 を 吸 着 保
持 し た 状 態 で 保 管 ま た は 携 帯 す る 場 合 に は 、 カ バ ー キ ャ ッ プ を 装 着 す る こ と に よ り 、 金 属
製 品 の 散 逸 を 防 止 し 、 ま た 、 怪 我 を す る 虞 れ も な く 安 全 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 願 考 案 の そ の 他 の 特 徴 お よ び 利 点 は 、 以 下 に 行 う 考 案 の 実 施 の 形 態 の 説 明 か ら 、 よ り 明
ら か に な る で あ ろ う 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
以 下 、 本 願 考 案 の 好 ま し い 実 施 の 形 態 を 、 具 体 的 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 １ は 、 本 願 考 案 に 係 る 金 属 製 品 用 吸 着 保 持 具 Ａ の 一 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 こ の
金 属 製 品 用 吸 着 保 持 具 Ａ は 、 本 体 部 １ と カ バ ー キ ャ ッ プ ２ と で 構 成 さ れ て い る 。 図 ２ は 、
本 体 部 １ の 断 面 図 で あ る 。 本 体 部 １ は 、 下 部 材 ３ 、 上 部 材 ４ 、 鉄 板 ５ 、 磁 石 ６ を 具 備 し て
構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 体 部 １ は 、 た と え ば 合 成 樹 脂 製 で あ り 、 下 部 材 ３ と 上 部 材 ４ の ２ つ の 樹 脂 成 形 部 材 を 組
み 合 わ せ る こ と に よ っ て 内 部 が 中 空 の ケ ー ス 状 に 組 み 立 て ら れ た も の で あ る 。 図 ２ に よ く
表 れ て い る よ う に 、 下 部 材 ３ の 内 部 に は 、 上 方 に 突 出 し た ２ 種 類 の 高 さ の 突 起 部 １ ０ 、 １
１ が 設 け ら れ て い る 。 突 起 部 １ ０ は そ の 頂 部 に 鉄 板 ５ を 載 置 す る た め の も の で あ り 、 突 起
部 １ １ は 鉄 板 ５ お よ び 磁 石 ６ の 位 置 が ず れ な い よ う に 固 定 し て お く た め の も の で あ る 。 同
様 に 、 上 部 材 ４ の 内 部 に も 、 下 方 に 突 出 し た 突 起 部 １ ２ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 上 部 材
４ の 外 表 面 に は 略 水 平 の 吸 着 面 １ ３ が 形 成 さ れ て お り 、 そ の 中 心 を 通 る よ う に し て 断 面 が
円 弧 状 の 凹 溝 ２ ０ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
下 部 材 ３ の 突 起 部 １ ０ の 頂 部 に 載 置 さ れ た 鉄 板 ５ の 同 一 面 上 に は 、 適 当 な 間 隔 を お い て ２
個 の 磁 石 ６ が 並 置 さ れ て い る 。 上 記 磁 石 ６ は 、 た と え ば い わ ゆ る フ ェ ラ イ ト 磁 石 で あ り 、
そ の 形 状 は 、 た と え ば や や 偏 平 な 四 角 柱 状 に 形 成 さ れ て い る 。 も ち ろ ん 、 こ れ に 代 え て 他
の 種 類 、 他 の 形 状 の 磁 石 を 用 い る こ と は 可 能 で あ る 。 ２ 個 の 磁 石 ６ は 、 Ｎ 極 お よ び Ｓ 極 の
両 磁 極 面 が 互 い に 上 下 逆 に な る よ う に 並 置 さ れ て お り 、 両 磁 極 面 間 に は 、 互 い に 引 き 寄 せ
ら れ る よ う に 水 平 方 向 に 強 力 な 磁 力 線 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 考 案 は こ の よ う な 構 成 で あ る た め 、 吸 着 面 １ ３ の 適 当 な 位 置 に 裁 縫 用 の 縫 い 針 、 待 ち 針
な ど の 金 属 製 品 Ｎ を 置 く と 、 こ れ ら の も の は 瞬 間 に 吸 着 面 １ ３ の 中 心 部 に 移 動 す る 。 こ の
と き 、 間 隔 を お い て 並 置 さ れ た ２ 個 の 磁 石 ６ の 磁 力 線 の 関 係 で 、 複 数 の 金 属 製 品 Ｎ は 、 不
規 則 な 方 向 を 向 く こ と な く 、 ２ 個 の 磁 石 ６ を 結 ぶ 線 と 平 行 に 、 凹 溝 ２ ０ と 交 差 す る よ う に
し て 吸 着 さ れ る 。
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【 ０ ０ １ ７ 】
吸 着 さ れ た 金 属 製 品 Ｎ を 吸 着 面 １ ３ か ら 取 り 外 す 場 合 に は 、 凹 溝 ２ ０ が 形 成 さ れ て い る こ
と に よ り 、 金 属 製 品 Ｎ と 吸 着 面 １ ３ と の 間 に 隙 間 が 発 生 す る た め 、 所 望 の 金 属 製 品 Ｎ を 指
先 で 容 易 に 摘 む こ と が で き る 。 な お 、 本 願 実 施 形 態 に お い て は 、 断 面 が 円 弧 状 の 凹 溝 ２ ０
を 形 成 し て い る が 、 本 願 考 案 は 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。 凹 溝 の 形 状 、 幅 等 は 種 々 に 設 計 変
更 可 能 で あ り 、 ま た 、 金 属 製 品 Ｎ と 吸 着 面 １ ３ と の 間 に 隙 間 を 発 生 さ せ る た め の も の で あ
れ ば 、 溝 で は な く 、 種 々 の 形 状 の 凹 部 で あ っ て も か ま わ な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 願 考 案 に 係 る 金 属 製 品 用 吸 着 保 持 具 Ａ は 、 本 体 部 １ の 上 部 に 外 嵌 す る よ う に 嵌 脱 可 能 な
カ バ ー キ ャ ッ プ ２ を 具 備 し て い る 。 図 ３ は 、 本 体 部 １ に カ バ ー キ ャ ッ プ ２ を 装 着 し た 状 態
の 側 面 図 で あ る 。 カ バ ー キ ャ ッ プ ２ は 、 本 体 部 １ の 吸 着 面 １ ３ に 複 数 の 金 属 製 品 Ｎ を 吸 着
保 持 さ せ た 状 態 で 装 着 可 能 な 構 成 と な っ て い る 。 ま た 、 本 体 部 １ の 側 面 に は 複 数 の 凸 部 １
４ が 設 け ら れ て お り 、 カ バ ー キ ャ ッ プ ２ の 側 面 内 側 に は 、 上 記 凸 部 １ ４ と 相 対 す る 位 置 に
複 数 の 凹 部 １ ５ が 設 け ら れ て い る 。 カ バ ー キ ャ ッ プ ２ の 装 着 時 に は 、 こ の 凹 凸 嵌 合 手 段 が
相 互 に 嵌 合 す る こ と に よ り 、 保 管 時 や 携 帯 時 に 多 少 の 振 動 や 衝 撃 な ど が 加 え ら れ て も 、 不
用 意 に 外 れ る こ と が な い 構 成 と な っ て い る 。 し た が っ て 、 複 数 の 金 属 製 品 Ｎ を 吸 着 保 持 し
た 状 態 で 保 管 ま た は 携 帯 す る 場 合 に 、 上 記 カ バ ー キ ャ ッ プ ２ を 装 着 す れ ば 、 金 属 製 品 Ｎ の
散 逸 を 防 止 す る こ と が で き 、 ま た 、 怪 我 を す る 虞 れ も な く 安 全 で 、 か つ 便 利 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
も ち ろ ん 、 本 願 考 案 に 係 る 金 属 製 品 用 吸 着 保 持 具 の 各 部 の 具 体 的 な 構 成 は 、 上 記 実 施 形 態
に 限 定 さ れ ず 、 種 々 に 設 計 変 更 可 能 で あ る 。 本 願 考 案 に 係 る 金 属 製 品 用 吸 着 保 持 具 は 、 裁
縫 用 の 縫 い 針 、 待 ち 針 な ど の 針 類 の 吸 着 保 持 用 途 に 限 定 さ れ な い こ と は 言 う ま で も な く 、
そ れ 以 外 の 針 、 釘 、 ク リ ッ プ な ど の 種 々 の 金 属 製 品 の 吸 着 保 持 用 途 に 用 い る こ と が 可 能 で
あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 本 願 考 案 に 係 る 金 属 製 品 用 吸 着 保 持 具 の 一 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 金 属 製 品 用 吸 着 保 持 具 の 本 体 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 体 部 に カ バ ー キ ャ ッ プ を 装 着 し た 状 態 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 例 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 　 Ａ 　 　 金 属 製 品 用 吸 着 保 持 具
　 　 １ 　 　 本 体 部
　 　 ２ 　 　 カ バ ー キ ャ ッ プ
　 　 ３ 　 　 下 部 材
　 　 ４ 　 　 上 部 材
　 　 ５ 　 　 鉄 板
　 　 ６ 　 　 磁 石
　 　 １ ０ 　 　 突 起 部
　 　 １ ３ 　 　 吸 着 面
　 　 ２ ０ 　 　 凹 溝
　 　 Ｎ 　 　 金 属 製 品 （ 針 ） 　
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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